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1．近隣の小学校で開催
した「ドローンを使ったプ
ログラミング体験教室」
の模様。 2．ICT勉強会に
は同業他社や自治体職員
も参加し、「地域全体で
ICT施工を進めていこう」
という気運を高めている。
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お客さまがホンネで評価！

Solution Linkage通信簿
［ソリューション リンケージ］

日立建機のICT・IoTソリューション「Solution Linkage」を導入したことで
現場はどう変わったか、経営にどんな影響を与えたか――。お客さまの評価をレポートする。

取材・文／太田利之　撮影／関根則夫

【ICT 施工ソリューション編】

今 回 の ポ イント

地域や企業と一丸となって、
ICTで業界のイメージアップを推進

デジタル活用と両輪で
それを操る人財の能力と感性を育む

現場を理解した上でのICT利活用で
より良い効果を導く

福留開発株式会社【高知県高知市】

代表取締役
大場将史氏

アナログとデジタル、伝統と新技術、
効率化すべきことと非効率でいること
など、企業運営には最適なバランスを
保つ精神を大切にしていきたいですね。

次 世 代 担 い手のために、I CTを利 活用
業 界と企 業 の「あるべき姿 」を追 求する

　

　大場氏が特に意識したのは、しっか
りと次世代にバトンをつなぐ企業にし
ていきたいという想いだった。
「社員皆が、家族や子どもたちに誇る
ことができる仕事や会社を築くのが、
私の使命だと考えています」
　同社は、このビジョンにもとづく施
策の一環として、3年前から、近隣の

小学校で「ドローンを使ったプログラ
ミング体験教室」を実施。社会インフ
ラを築く建設業界の仕事の魅力を伝え
る座学の後に、決められたコースに

沿ってドローンを飛ばす実技を行う。
「子どもたちが実際にドローンを飛ば
してみると、初めは失敗をするんです。
でも何が失敗だったのかを振り返って
うまくいくと、子どもたちの目が一段
と輝くのを感じます。体験会の講師役
を任せるのは、入社1～ 2年目の社員
です。子どもを指導する過程で、自ら
の仕事の意義や価値を再認識してくれ
るという効果も生まれています」
　さらに福留開発では、自社の社員は
もちろん、同業他社の社員や、県や市
の職員を招いた「新技術（ICT）勉強
会」を定期的に主催している。ICT施

工に不可欠な3次元設計データの構築
や活用を学び、ICTの普段使いを促す。
「県内の同業他社や行政を含んだ全体
で、スキルアップを図る姿勢が大切で
す。社員には、県外の勉強会やイベン
トなどにも積極的に参加させ、より広
い視野で業界の未来ビジョンを描いて
もらいたいと考えています」

　ただし、ICTは効率化や精度アップ、
生産性向上を加速させるためのツール
であり、それを操るのはあくまでも人
間だと大場氏は強調する。
「どんなにデジタル技術が進んでも、

　高知県で1951年に創業した福留開
発は、社会インフラの整備、防災や災
害復旧事業を軸として持続可能な地域
づくりに携わる。創業から続く建設業
界の原理原則を重んじつつも、今の時
代にマッチしたスタイルで、業務や働
き方、企業文化にわたる大胆な改革を
進めている。代表取締役の大場将史氏
は、次のように語る。
「2年前に私が社長に就任した際に掲
げたスローガンは“Chance・Challenge・
Change”という3つのCです。『チャン

スに気付く感度や能力を磨き、失敗を
恐れずに挑戦し、大胆に変化していこ
う』ということです。

操作性やレスポンスなどの総合評価で、
日立建機に軍配が上がりました」
　ICT施工の内製化を図る同社では、
ドローンによる起工測量や3次元設計
データ作成などは、積極的に若手に任
せている。
　中岡氏は「3次元設計データにミス

がないか、作成者と管理者とで二重三
重で確認を行っています」と前置きを
し、次のように続ける。
「実は、3次元設計データの活用は、
2次元図面の知識や読解力があってこ

そ深い理解が得られるものです。です
ので2次元の図面で答え合わせをしな

がら、データを読み解いています。そ
うすることで、若手は図面読み込みの
精度が上がり、技術力アップも加速さ
れるという効果も生まれています」
　中岡氏は、ベテランも若手も一丸と
なり、今後さらにICT施工のスキル

を磨いていきたいと抱負を語った。

建設現場の本質的原理は普遍です。だ
からこそ、今後どのような新技術が出
てきても、それをハンドリングできる
人財育成は必須です。特に、現場で最
も大切な『安全』は、施工の合理化や
省力化とは異なる視点で、事故ゼロを
追求しなければいけません。人間の目
によるチェックが不可欠であることを、
決して忘れてはいけません」
　同社は現在、ICTを全面的に活用し、
国土交通省が管轄する物部川京田地区
の堤防築堤工事を進めている。現場で
はICT建設機械を2台導入。日立建機
の「ZX135USX-6」は、覆土とのり

面整形で活躍している。現場責任者で
土木部土木課の課長代理を務める中岡
弘智氏は、機種選定をこう振り返る。
「ICT建設機械の導入に先立って、レ
ンタル機でさまざまなマシンを試しま
した。その結果、3次元設計データや

オペレータの意図に沿ったスムーズな

ICT 建機の評価

非常に良い 非常に悪い良い 普通 悪い

非常に良い 非常に悪い良い 普通 悪い

日立建機の提案力

土木部 土木課 課長代理
中岡弘智氏

日立建機は対応が迅速でサポート
体制にも感謝しています。他県で
の ICT活用事例や、新しい情報を
随時提供してくれるので、すぐに
現場に取り入れて活用しています。

3．3次元設計データに沿って、『ZX135USX-6』のマシンガイダンス機能で正確なのり面整形を進める。出来
形の精度向上とスピードアップが実現した。4．ドローンによる現場の測量や点群データ作成では、女性社
員2人が活躍している。5．ICT推進室でドローンでの起工測量を担当する上田菜奈さん。今では現場でドロー
ンを操縦することが楽しいと笑顔で話す。6．ICT活用工事を示す横断幕の前で、現場担当の皆さんが集合。
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Solution Linkageへの評価

お客さまとの
協創姿勢

他社にない
独自性

開発姿勢操作性・
使いやすさ

期待度

改善姿勢

ICT施工 従来工法

総評

周囲を巻き込みながら
業界の魅力を広くアピール

現場の原理原則×ICTで
相乗効果を発揮
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